
MSイメージの調整



メインウィンドウ
MSイメージ表示部



各機能
表示する内容を選択

MSイメージを
表示領域に合わせる

参照画像を表示領域
に合わせる

MSイメージの透明度を変更

MSイメージ調整

信号強度とカラースケールの調整

MSイメージ情報の
表示、非表示

MSイメージ情報のコピー

MSイメージの
拡大率の変更



MSイメージの拡大率の変更
虫眼鏡ボタンが押されているとマウスホイールでの拡大縮小のステップが細かくなります。



“表示”で表示内容の設定が可能

背景画像、ROI,スペクトル表示マーク、スケールバーの表示の切り替えができます。



MSイメージ調整



MSイメージ調整
画像中の信号強度のヒストグラムです。縦軸が頻度
（画素数）、横軸が信号強度を示します。
下段は全体のヒストグラム、上段はカラーバーの範
囲を拡大したヒストグラムです。

以下の単位が選べます。
％：最大を100とした相対値
a.u: “Arbitrary Units” （任意の単位）を示します。
これは、数値が比較可能、かつ具体的な物理的な単
位を持っていないことを意味します。この場合では
信号強度です。

補間：画素の点を増やします。
フィルタ：画素間の信号強度を演算します。



MSイメージ調整

スライダーで画像の見え方を調整
*メインの画面と連動

範囲が狭くてスライダーが動かし
にくい場合に使う

単色 or カラーチャートの切り替

カラーチャートの種類の選択

画像への効果：補完、フィルタ



単色（透明/指定色）

透明/指定色 を選択すると 信号強度が強いところには色が付き、弱いところは透明になります。



単色（透明/指定色/白)

透明/指定色と似ていますが、飽和した信号が白色です。



マルチカラー

様々なカラーチャートが使用可能です。Grayscaleもここにあります。



透明/マルチカラー
“マルチカラー”で透明の領域を設定できます。

透明になる信号強度の範囲を設定します。



画像への効果：補完、フィルタ

補完：画像の画素数を増やす

フィルター：画像をなめらかにします

スライダーで効果の強さを調整できます



MSイメージの初期設定
メニューバーの”設定”→”MSイメージ“を選択します。



MSイメージ設定 MSイメージを作成する際のパラ
メータを設定できます。

カラーチャート、
スケールバー、
未測定点、
エクスポートのファイル名
について設定可能です。



ROIの表示設定
メニューバーの”設定”→”ROI“を選択します。



ROI表示設定

透明度の調整とラベルの表示の切り替えが可能です
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